
・輪騒料2，
「
鋪

F
b
釣
臥
廓

へ
●

第一一蔀，会輪送，系．分ll科ご・会∫轍告書，

●
’

昭和56年7月24’ 秩f，・

㌦
訴
繕
、
愛
冠
・

　
　
一
団
じ
い
．
昌
，



噛

　．　●　「レ

　第一部三三同系分科会においては、・昭和56年．6月26日付け第一部会決
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審　　　議　言・　経∴㌧過　　　　　　　　　　　　　　　　，　・　．　　1　　　　　　　　　　し　　．　　、 審　　　議．　　結　　　果

　　　　　　　一@，

@　　　　　　　●

@　　　　、

@　　　　　　　φ

@　　　　　　●

@　’　．

Q．H－1・ケッ．ト．（出血術庁）

堰@重量約550k9の静止衛星打上げ能力を有する：｝H－1ロケッ’トの開発を引き続き進め、．この一環

Pとして・昭和6・鞭を目標にfl－1第2段試験’

p用ロケットを打ち上げたい。1　　　　　　　　　　　　　　　　　．

@　　　　　　●

@　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，　　－，　　　●　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．》　　．　’@　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ・　，

@　　　　　　　　　　　　　　　　．　・’
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　09’．　＿，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レレ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　，　■層’　●噛

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　’』’　　　　　　　　’”：P
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・　．　　　　　　　亀

Eω昭和62戦頃‘こ撫ぞ痢身厳搬短．暗

@鉱山韓ρ打坤・女話す訣ぬ輯締ok8・．
@の静止衛皇を打ち上げる能力を有するIIr・rロクジト（3段式及冒．

ﾑ2段式）の藻な開発艇あ3必要肥る．こ妹あ液酸’9

O三系（瀦轍能を含ω友醐騰翁忌朧確同
s’､戚目轍マ．昭和6層 ﾏ噸を瞬藺邑’1吻．ト⑫．
i式）試験髄毒幅三幅∴　　・・1　　　　　　　　　　　　　　　　’監陰　　　　〔図3・H』1・ケシトの全休形状及び主要三冠〕1

@　　　〔図4H－f・ケ軽の麟紗ジユ「・・ヒ〕
@　　　　　　　　　　　　　　　∴，．．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹　　　　　　　”
@　　　　　　　　　　　　　　　　　・●
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■　　旧　　　，@　　　　　　　　　　　　　．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　二’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

@1E最約550kg’の静止衛星打上げ能力を有す

驍hI－1ロ〃ット開発の一環どして昭和60年

xを目標にH－Ipケット（2段式）試験機を　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉％　’

窒ｰ獄は妥当であ為圃1

@　　　　」　．．，　し

@　　　　　　　　　　　　　　　　ら
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置
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要．望 さ れ た 事 項 審　　　議・　　経　　　過’　　　　1 審． ・議 結 果

｛ （2）H－1・んト（3段式）試験機’ @・及がH－」・・〃『外 閥PA

．
，

鰍三四三冠げ§必要師醸討匪威貌 ●

次のと於り結論を得た。’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．ρ
（iレH卜」・ケ外を用いて実用鯉を打ち上げ葡に～油魚よ∫．　　　　　・＿’．．、、．．．

って確認しなければならない点は、主としそ疾のき点セあ乙ふ’

①第2段の灘・三水縫系及び嘩騨系9臨’
o

覧

．②　第2．段推進系の再着火機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　．

③　第3段固体モータの機能

■

⑳回忌ト6主翠ミジショ●ンと鴎・二三・ケヅ索よ・
髏ﾃ止観の準げと2段式・ケッ・トぼる幅三二φ癖｝が考・・

充られている。H－1ロケット（3段式）ゐ性能確認のため且L－i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rO

，ロケット（．3段卑）試験機を打ち上げる必要ポあるが、’その際上言す．

①及び③二三癬が行われる．ま紅H」’r・ケット（鍛式）

の性能確認のためH－1ロケット（2段式）試験機を打ち上げる必　，
，　’　　●

■

要があるが、その際①及び②の機能確認が告われる。従6てGlに：示
～”恥・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ｳれた三つの機能確認を行うため・H－1ロケシ，ト（3段式）誤駐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・

．．機と距1・ケット（2段瑚試轍の打上げを行うごと嚇歌・

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．＿儘＿噌ご　　．

な於、H－1ロケット（3段式）試験機及びH一Lゴ〃ッ’ト（2∴

b 段式）試験機を打ち上げること．により、．最も開発要素の’夫ぎい①に’

ついては2回確認できることとなる9，

アリアンロケットの場合、・試験磯打上げは4回計面されており、，

ド
これと比較してもH－1・ケットの試験蜘上けは最搬のもめと．　　　　　　　　　●

●

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二11’ζ．，：：斗：l
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要．望 さ れ た 事 項
1

審　　　議　　　経　　　過，　　　　　　　　　　亀

@　　　　　　＝＝二
審 議 結 果

‘

弓 考えられる。．
」　、．　　．

●

（3）澱・三三系・’慣騰導装置及び第鍛幽モ÷タ廟鍛況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

は・次めように予定どおり進捗している。∵　　　　　　　　　　．．

i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：．@’液酸・三四推進系

；
，

エンジンゆいて嬬騨㌣セの齢撒を行輪廻ナー一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　畠｝一．^を取得したσ

タンク系について四温ルクめ試作試験等によ・り、設計1茄

主法を確定した。

層三三・三水縫系の開発ゆいてほ、1轍とも宇宙閑事・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．ﾆ団と航空宇宙技術研究所、宇宙科学研究所とあ間でζり「一層と）協∫．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρA力の推進を図る必要がある。，

！

②慣性誘導装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

1　・’

BBM偉る麻テ塩魚成果を蹴えておMを試作した，引き’

続きEMによる技術試験を実施している9’．　　　　　　　　　　　㌧

なお、憤性誘導装置の動作確認試験を、功を一5⑥6歳bケット
∵、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ﾉより行うζととしていたが、地上試験で代替できる見通し瑛ついド

■

たの働作親試験は地上試駅より行う計瞬・’・とわて6る．’二

③’第3段固体モータ

H’一1ロケットを用いて約56bkgの静止衛星を打ち：上げるため

●　■ の髄固体モータについては、．モ三三ヶゴ回気、誰三韓の各ゴンボ

1 一ネ冷について二幅礎試験を行嘩礎デや特取観た∴
ち9

C
，
1
　
　
・
　
9

F
」

1

●

レ13，一一

　　　賢‘　　　論
￥d1γ二’明’
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1
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審　　　議　　　経　　　過． 　　　　　　　　　　　　　　　　　・R　　　議　　　結　　　果

．3．M－3S改1型ロケット，の名称変更に’
ﾂいて

@　　　　　　　　　’｛
@　　　　　　　　　　　　　　　　（文部省）

．M－3S改1・ケッ肱第・・号科学衝星（PいNETrA）巻廟

竭ｦ軌道た・ま咋1第’4・1号科学衛星（ASTkQ」c）を高度約石00km．

　M駒．3Sロケットの第2段及び第3段モータ¢）改

ﾇ第鍛補助・ケッ．トの三三を行うM一お

第10号科学衛星（PLANET一・A）及ひ「第享i． ，の略円輔畷回するとども二戸ケレゆ信搬φ証を鴎ζと 改正・ケヅ肱’ ｡後M－3s窟・勿トという
号科学衛星（ASTRO－C）の打ち上げ用ロ〃ット 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　層�ﾚ的とし℃Mご3S’・ケット敵髄施し1併せて袖山げ能ガ 名称ζして開発を進めるごとは差し支えない．・

としてM－3S型ロケ甥トの第2段及び第3段モ’ 餉上させることとしで昭和5回忌より醗が進められ三思ととろ
o

『一 �ﾌ改良、’ 謔P段補助ロケシトの変更を行うM i回る・な新・・レ三星のより充実した翻照るた志望i．喝
τ

一3S改1型ロケットは今後M73S．皿型ロヶグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　騨－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ｿ学衛星の打上げ年度が昭和59年度から昭和bひ年度た変吏されたこ ，

トという名称とレて開発を取り進めたい。 ξ畔剛二βS面・ケットの醗スケら晒にも若干φ薮を生．

1’ ｸることになるが、昭和59年度冬期には・試験衛星’（酪S－T5）を．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　　　　9　　■
牛ﾚした腸機を打ち上弊こζを目弾醗を鋤魚乙．’

●

ま’た・このM－3S面・勿トめ鮒を壇一・3’Sπb勿トと’変更

することには問題はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ρ ●

姻5MつS皿の琳と今後の開発ス州ユ巨・レ〕
●

4．研　究 ’照和β・重爆半以降に詰る宇宙輸送系めあ妨を検討ナる噸と．し 昭和6’ O年代後半以降¢｝宇宙輸送系あ開発三三’砂

α｝’『ケット技術　　　　　　（科学技術庁） てH－lrケット塑テム9性能向上に関する調査磯（高圧漁・液 検討に資するため、H－1占ケットシスデムの性

昭和60年代後半以降の宇宙開発活動に必要 雄羊系の開発可能性等の調査研究を含む1つを行う必要施るb・’
能向上に関する調査研究を行うことは妥当である。

o

な輸送系の開肇に：資するため、．’H－1ロケット

｝ シ貞テムの性能向上に関する調査研究（高圧液

ヤ

・　，酸・液水推進系の開発可能性等の調査研究を含

@・む。）に着手したレ話

，　　　　　bO

●

、

1」 T・　’

、　辱　・　r　“　　「

1　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　卜，
L

’

　　　ら

涛
蕗

■
＿＿＿蝋詞

　　　　　　◎感



し

’　要望さ・れた事序 審　　　議　　　経　　　過 　　　　　　　　　　　　　　聖R　　　議，　　結　　　果　価
ら　．

（2｝　ロケットの基礎的先行的技術 今後6わが国の宇宙輸拳系のあり方の検討及び宇宙輸送系基盤技術の 液体酸素・液体水素エンジンの高性能化に関す’

　　　　　　　　｛　．
@　　　　　　　　　　　（科学技術庁）’

t体酸素・液体水素エンジンの離靴廟．

開発に資するため、液体酸素・液体水素≠ンジシの｛隼能向上めためゐ基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

b的先行三民究を進めて澄て必票がある。　　　　　　　　　　　・

る研究｝4了う　ことは妥当である。　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

@　　　　　　　　　　　　　　　鴨

『すろ研究に着手したい。’
‘・

5．施設の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・圏
i1｝，559k宮漏71・ケットを打ち上げる’たφ6射点φ考え四つ、 H－1，bケ野トの打上げ用射点を新たに建設す

・マ （1）・H－1ロケット用射点　　（科学技術庁）’ いてはすでに昨年度、　　　　　　　　　　　 冒 るた摩の基本三諦に着手するζとは妥当であ

H－1ロケットを打ち上げるための射点を新 ①　N一∬ロケット用射点を重修して、．当該射点に：旧いズN－rゴケ． 1．る。．．

たに：建設するため、そめ基本設計等に着手した ット及びH一・1ロケットめ打上げを行う。へ

い。
②『 Vたに550kg級H－1ロケット即射点を建減し・旧射点に澄

いてN。Hロケ．ット、新旧点においてH三．1，』．ケ、．ットの打上げを行
，

　う6

ﾌ二つの案につい七検討を行い②案によるこどとレたところである6

”　　　　　，

本年、両案について再度検討を行ったととう次の‡う左結論を得たb．・

d）案では、改修工事にユ年半の日時を要するのでゼこあ間に予定さ
昏

れているN一皿『ケットによる衛星打上げ、並びにH－1ロケット（’2

旧式〉試験機及びH一」自ケッ’ト（．3段式〉試験働打上げ踵大な，

●
、

’支障を及ぼすことに認る。また、これによ’り60年代前半に予想され

驍grl・んトによる実用衛星の打上げ・も影響をこ塘乙こととな　　　　　　　　　　　　　　o

●

，レ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
り

伊 一方、②案では①案喧し衛星打上げ要螂弾力的に対応し％も．

、 のと考えらる．このため、②案をと乙川回る・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴，　　，
レ●　　　　7、．、　；「

●

一
．一言二
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1
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要　望　さ　れ　た＼事　項　　　　　　　　　　　　　　　●
審　　　議　　　経・　　過・’．　　　　　　　． 審　　　議　　　結　　　果

｛
（2レ嫡昨年度当分科会で回した新射点の郵の考紡について再　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　・　’　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職検討を行った結果白星ρ打上腰望も・・予南勢を蹴えH二戸

「　　　．

射点の整備当初は、：各打上げ期には、’Nご血』ケット又はH」。’ごゴ〃，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤbト’点ずれか「砂打上げζ対肘祉と．としで占ケヅ．瑚立楓，
，

● ・解試験鱒ゆいては曜のものを即し1新設は緬見合わせる．

奮 こと識た謝点の全体の仕様の見軌に功胆力歌ト鰍化を図

’っていぐことが適当であると考える。’

’

’6．その他の施策 今後の宇宙開発に関する研究開発を一層三三強化するため、筑波宇宙’ 、宇宙開発事業団筑波宇宙センター内の研究開発試

（1》研究開発の強化　　　　　（科学占術庁）
’、センター内の研究開発記田能組織の拡大充実、人材φ蘇並びに宇宙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

騨機能の拡大充実・人材の確保並びに外部研究

宇宙開発に関すろ研究開発を一層促進強花す 開発韓団と外回研究機関等との間に三七研究及び人材破三等を積 機関等との間に必要な三無ぴ爾の交流等を推

るたあ、宇宙開罪事業団筑波宇宙センター内の． 極的に推進するこどは望ましら。 進ずることは望まじい。’

研究開発試験機能組織を一層拡大充実し、人材 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥�ｦ的な宇富開発の促進を図るために、●端野宇宙センターを関連研禿．． また、筑波宇宙センター・を関連研究機関等ゐ利

め確保に努めるととも．に、外部研究機竃場との 機関等の利用に「層供し’うるよう回することは聴しい．1 用に一層供しうる・よう整備ナることは望ましい。’

間には必要な研究、鋼材の交流等を積極的に推
9

進レ、技術進歩を図るための基盤を早期に確立

したら。また、国として効果的な宇宙開発の促

1昏．
進を図るために、筑波宇宙センターを関連研究

．　機関等の利用に供しうるよう整備レたい。・
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　画ぐ参考　1）　宇宙開発計画の見直しに関する第」部会の

　　　　　　　　　　　審諦の准め方にういて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭1056年・明1明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報醗委員会第一音1会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決．　’　定

　　　「宇宙開発計圃の見直しに関する・審議につい七」（昭和5’6年6．月享71

蚕日宇宙開発委員会決卸に奉づき・本部会に油滴調酪魚卵

　　に定めるところたよるもの、とずる．

1．審議事項

　昭和57年度における宇宙開発関係経費の見積り方針及び宇宙開発計

画について調査審議を行うものとする。

2三三　．∫　　∫　∫’
　　ユ・の審諜果は・，昭和57年3月中崩0でに取擁とめることを購

とする。ただし、昭和57年度における宇宙開発関係経費の見積り方針

販映させる殖事項については三三6年甥澱でに取りま．とあ

ることを目途とする。

ρ
　　3．審議方法

奪　　　調査審議に当たっては、財政事情、宇宙の利用に関する長期的見通し、．

　　　研究及び開発の進捗状況各省庁の要望等を踏まえ、次のような観点か

　　　ら宇宙開発に関する施策につらて調査審議するものとする。・

　　①郵要性、緊急性・

■
　
．
一

1②　突施め技御三可能性’

③報醗政四阿示され婦方針との整合性

1④∫宇宙開門に三連する弓術の系統的育成柔び国産化・

⑥鯛の藻三三要な地上施設の輪等幽る他のブ。グラムと

　の関連・

4．’ ｪ1科　会1噛．

甲和57鞭嫡け棚開発関係鋤見積肪針た反映させ三

寸r鴨’醒綱科会及び回送系分科会降三次に定三
七事項により調査審議を行うものとする。’

み科会Q名称

衛星系分科会’

輸送系分科会

所　　掌　　事　　項

曲解厚衛劉ブシステム訊工

解に関する瀬撒追跡管欝の地
上施設、シフトウエア等に関することg

ロケットなど宇宙輸送系、宇宙輸送系サ

ブシステム、宇宙輸送系に回する試験施

設・，射場等地上施設・．ソフトウエア等に

関すること。

　　5．・「資料提出等’

　　　．本部蜘調査燕鰭たっては泌監応じ瀾係行政機関等から資料

P嘘出・．’ D翻等を求め乙もρとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

’謡1☆ノ鰻謡∴∴二4∴∴三二ご擁叢』L：」冨
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『一一一一　　唱

1　　ズ　　，

’A，

・（参考　2）1第・一部会輸送系分科今樗成員

　　　　　　　　　　る

　　　分科会長　河　崎　俊　夫

　　　専門委員秋．葉錬二郎

　　　　　　　　池．田　研●爾．

　碇’　　　　内　田　茂層男

¢　　　　木付　　誠
／◎
　　　　　　　＊鈴木　昭　夫

　　　　　　　　砂．川　　　恵

　　　　　　　　竹　中　幸　彦

　　　　　　　巳＊津谷和男

　　　　　　　　戸田鹿’明．

　　　　　　　　長洲秀・夫

　　　　　　　　平　田　　　稔・

　　　　　　　　山　ロ．弘　一

　　　　　　　　鷲　津　久一郎

轍術庁航空宇聯研究蘇．

文部省宇宙科学研究所教授

三菱重工業㈱常携取締役、

名城六野理工学部教授

．工業技術院機械技術研究所次長

轍騨螂鋼添田支所長’・
’東京大学工学部教授，

宇宙開発事業団ロケット設計グループ総括
開発部員

・科学技術庁金属材料探術研究所科学研究官

臼産自動車㈱顧問

鯵麟籍技術碑所一二グ．

購雛ヰ業㈱航空虹鱒本部宇宙

宇宙開発事業団ジステみ計画部長

大阪大学基節工学部教授

＊印の専門委員は現在任命手続中。

亀，

ご’1’

嚇

で

．
守
観
．
驚
・
・
壊
“
、

ド
に
「
ド
』
辱
．
誓
一
じ
一
口
紬
↓

；
』 ｝

編
城
亀

｝
『
，
　
　
竺

「
　
　
網

　
　
　
　
一90

●

「

．
■

門「



rT　　㎝
．う・　　　　　、

　　　　　　●　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　●

｛6．

　　　　　　でv繍羅猛瓢ぞ’＼．2
　　　0

’： kｸ衛窮螂一3）1（美幡今の磁1、ゆ1、そ二’
　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

’・　．！‘・

『蓼締

1　●、　’　．　’　．’．．’　●

’　　　．　　’

怠学」．・姫＿　＿

＿一

蟹1叢1匹止：憎憎遡・

一｝
O
鯛

，

1

○

　　　　・一悼脚●ゆ・’し・・＿．、9嚇、．．一騨．噂．．．。＿，一一．巾．，

のほ　よサ　　　ゐ　　　サニ　　　コ　　　

　　　　∵

■ ● ● ● ■ ● o

F■O．」

o．

一｝喝

曾

一．『一

，

P一，「「．，

一　一　囎　　一

P噛一F一

｝■一縛－

’一〇　噌一一　．

●

圃，一一

層一一 酬●曽，

・　響．臨，．」

嚇吻鼎一一一一一．＿＿

一●r冒　，一　．謄　．

一一■　・，　，　　一　　一9　哺■　　，　i

晒一・一｛ 一一．幽，一・齢唇r

一・　　一｛

● ● ●
の ● ■ o

『

f，｛・．学　 技　 鉢了　三二

・ノ



｝
｝

、

し

智
ひ
“
擾

幡
，
、

‘
●
・
：
．
‘
㌔

一
●
・
．
，

一
鑑
ー
ー
選
一
｝
ー
ー
ー
ー
4
ー
ー
ー
i
一
…
－
ー
ー
ー
塗
ー
ー
．
｝
或
．
…
…
…
㌢
む
一
r

確
歪
藩
警
議
窪
一
三
～
一
ぞ
．
、
蓬
き
…
一
…
．
一
肇
ー
ー
ー
…
ξ
墜
跨
誌
手
｛
茎
一
、
葦
5

一●凶L■6繭

、（衡影＼分場1ゑ≡報高高K 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，､八） ，

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　o

@　要　望　さ　れ　た　事・項
・　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　’　・　．・’・、　　　・　　　　’　　　　　”　　　　　．　　　　●　　　　’　　　　。　　　　”

@　　　　　　　　　　　審　　講　　経　　過’

　o　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　o

R　　　　議　　　結　　　果

ゴ
．

錘づ握3峯ぐ鋼錠）一 …1

ぐ蓮輸省）
　　　　　　　　　　　　　　；
ﾛ高高雛ア二三棚1ぱ、鋼高高広域酌擦鑛亟鼠 我が動気．継嗣叢虹

・　＿　　．　　　　　　▼

・一 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謡曾二．．．噛．．，＿．＿一 、三二一一痩’緋」幻ナ噛が レ
　　　　　　　　　　　一　　　　．「｝　　　噌｝．　，一
嘯ｪ国の気象業務の改丁ぴ気象襯‘こ関する賄の開発の 1

の常命椥1麹エ御6劾＝・ 塑1十島る癬璽
o

ための静二二衛郵二二S」5）．につレ・で配気山

：髄’

v．．

．．．二．＿．一一．　　’”騨・’軸ゆ．’・一・”「一●．噂一。，’・．。o一一鱒一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
●

．・

聖号（GMS－2）の荊期聞｛，終了する昭和59年度に・　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　，

．
9

，轍

B寸ノκ7」ノ覇；止轍高高2疹あ£雛駕　地ひ・二業’R 径乏β触とす護瀞止鍛二一
噂

阯輔上東経140鮒近に打ち上曙るこ三三瑚難着手することを蜘する・’　・・珪　1

『盤繍簾幽＝高高．・纏姦遍身蜘締高 遅3§（廟3つ）二線・留
一　　また・纏舳についてく’5鰐上を：目標として蹄命化を 　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一L’

N函麹日爬1澱高歯る毫髪魁あ、る。
　　　　　1，　1
A 2、・．こ娠継嗣つ聖・’ヒぱ高上拳繍・弟あ碗嘘鑓、血＿ 晶晶ゴ」づ上1ブ5ミヒそ

、　　唖1 一τ《自荻＼・戯ゴ嫁・馬『φゑ撫㌘高岡酬うっ・． 三三・甦二合翰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　’　r囲鴇ド鯉　　）と献簸しい．つて　叡感窩塑五 こと1ポ結τ布。　　　　ノ

；塵勘盈」流々尊恥瓢雄…直■趣漣無二七飯＿。 o

一一
・〇　　　　　　　　　一，　o■一一一．圃　一一，

晦！ @、・’ヂ

：＿．騨

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

3．知止嫡循笙5議論よ工惣挑微祖一1鷺高高」
亀

●

がノ零で古’よ，

一一一，醐一　〇　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　・一　r　　■　　o　，
e

・、獄、心高の長塾1ミつい乏．1さ」昌昌、齪・）llギ幽翅
一

伽蕎“漣し？い璽やΨ醜レい・
響、7◎㌦ 　　　　　　　　　　1@　　．　　．

D一・・廟順韓一一咽・・一．・，一…翻的．．．＿＿一陣．…，　・．・．　・…楠，＿．伊、曹，．，．。，縄噌，　一．．∴．．＿．．．．．．＿．．．．＿．．●＿瀞r．＿．一．一＿

一　　一一

、　，

●．一　一一一　鱒，o”●ゆ9脚”｝　一一，，－　一　一響O，

●．　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　ゆ脚・噂0　9　’，●」・…噂．．●　9。　r噸　■．・」畠。　　，　．r噂．．、　・　・一・

F

｝o　，層嶋　一　　●伽　一　P，●　噌■●　　●　　●　　，　　，　●　弓　　．　尊　・oo層　　一一 O

　　　　　層、　　　　、

@　　　　隔
@　　　　　　　　　・@　　　　　　　　　　　ド。　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　．　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　δ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」鯛噛一■脚隔●．婚帰。●一嚇鯛一9一●■■随＿匹一φ．帰＿一．
@　　　　　　　　　　　！

B　　　　　・　　　　・　　　　9　　　　．　●　　　．　　　　・　　　　　…　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　・　　　　．　　　　．　　　　．　　　　・　　　　。 ●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　…

2



亀

．
瑠
～
星
「

　
，
鴫
㌧

、
μ
ド

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
電
　
　
ー
ノ
●
｛
　
　
．
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
、
　
　
二
，
　
7
　
覧
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
邑
．
，
　
モ
旧
．
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
一
¶

（　　輪回知合斜！参こ報告妻1（　　そう〉＼　）

要　望　さ　れ　た　事’項 審　　　議　　．・経　　　過 ●　　　　　審　　　議　　　結

1。N一・∬ロケット（科学技術庁）’ 静止気象衛星3号（GMS－3）の

各種人工衛星の打　上げに対処するため、所要 静止鍛糎3号（G》S－3）の醗着手に伴い、新た購止気象 に伴い、酋一。Hロケシ．ト9号機の開発

のN一πロケットの開舜に着手したい。 衛星・3号用9N一回目ケットが必要である．N一皿・ヶ外の開発には ることは妥当である。
「

44ケ月を要するため、昭和57年度よリロケットの開発に着手し1ても昭和

o　　　　． 59年度の静正気象衛星3号の打≠げ燗に合わない．このため静止気

象衛星3号の打上げには共通予備用理一Hロケット（6号機）を使用す

，，
ることとし、新たに・共通予備用N一πロケッ．ト（9号機）を昭和60

「
年度冬期まで忙蘭発する必要がある。

な熟N－Hロケット及び第1段用燃料の国産化野びにダウンレンジ局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ﾌ整備の状況は次のと澄りである。

（1）　N－Hロケッ’トの国産化 「

N－Hロケットについては、今後、予定ど齢り国産化を進め、打上
●

げスケジュールの確保》信頼性の向上を図るとともに、これらを通じ

て将来の我が国の宇宙輸送系に関する技術蓄積を図る必要がある。

このため第1段タンク（ELT　’）・鯉分離部・スピンテーブル・

第2段テレメータ送信装置、追尾用トランスポンダ、指令破壊受信嶺

（受信機部）、第1段エンジン未国産部分（熱交換器等）の国産化及

び第2段推進系の国内組立てが進められている。

（2）第1段用燃料の国産化

N－Hロケット第1段用燃料については、N一皿ロケットが今後ある

程度の機数の需要が見込まれること、H－1ロケットの第1段にもN
劇画 A，・ @・　　　●

輔πロケットの第1段が採用されていることから・今後！そ期的に安定

．　　、

●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

果

、
O
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・
●

要 望 さ れ た 事 項 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1R　　　議　　　経　　　過 喜 議 結 果

供給を図る必要がある。

第1段用燃料RJ－1は、現在米国シェルオイル社より輸入してい

9

　　　　　　　　　　　　　　　　星{シェルオイル社のRJ一・の睦驚7年度で停止ざれる可能

性がある。

このため、①RJ－1の国産化及び②ジェット燃料使用について次’

鴨 のような検討が行われた。

①案については、（D原料にナフテン系原油を用いる方法をとる場合

㎝た融造さ峠儲爾べての擁的犀学的擁邸J畦磯
格を評し紬軌なつでいる汰将来三三のみ手に不安峨久燃料

ｲがR3職の約・・倍になる・
’

㈲原料に石油精製時の副成品である合成油を用いる方法をとる場合

●

，　　　　　　　毛

@艦 に嫉原料の長期的入．手が可能であり、現有の製造設備が利用できるた

・め’．コストも米国製RJ－1と大差なく、かつ製造された燃料のすべ’

ての物理的・化学的特性はR；J－1の規格を満足したものとなっている。

②案については、航空機燃料であることから入手しやすく、燃料単

’

価も廉価であるが、物理的・化学的特性がRJ－1と異るため実用化

のためには燃料使用によるエンジン耐久性確認等を行わねばならず、

　　　　　　　　　　　　　’ﾜた、場合によってはハードウ土アの設計変更を必要とすることがあ

りうる。

以上から、①㈲の合成油を用いる方式による1も」一一1¢）岡三化を〕1皇

めることが計画されている。
o

● 〔図1　RJ－1の合成油からの製造方法及び性状比較！
の

（3） ダウンレンジ局

鱒辱 A　．じ 海洋観測衛星1号（MOS－1）は2段式のN－ilロクットに3二り

．’r． 午



◎

「 要望された事項
．鱒’■●■吻圃圏鴫●嘔噂■■■■一駒

審
． 茂 経

過
．

高度伽・・ゆ’ ﾌ太1～胴1聯回轍雌打ち上げられる計画であるが、

この場合・，ベイ1コード重鑑を雌大にするとともに軌道投入精度を向上

させるためには、錆2段を再茄火方式とする必要があるbこのため1

’海洋観測衛星真丹の打上げにおいては、第1回目の第2段燃焼終了ま

でのテレメトリデータの取栂等を行うためのカロリン局及び館2段再

差火時、衛星分離時のテレメトリデータめ取程等を行う．たあみ南米局．

均轍に必聴なる・これら鯛の設言卜難・’鮒嘩は約2畔を・

要すると兄込を査れるので、ρ海洋観測衛星1号を昭和59年度冬期に打

ち上げ乙ため、．昭和’57年度にお・いては、設計製作に着手ナる計勧ピ

なつでいる。

　　〔幽図2　ダウンレンジ局の構想〕　　　　 ・1@一

9

’

審 議・ 結 果
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●図1

　原　　油

蒸　留主　程

…’剛 @甲「幽　　幽ム劇蹴　繭｛’…一酬嶋嫡回｛一鮒納’ご蜘’凶‘“…

序JL1　

軽油相当
留分抽出

熱分解及び改質

（芳香族化）工程

脱　硫　工　程

ポリマー（エチレン・

プロピレン等）の原

料である合成油

イオウ成分除去

“副成物である合成油．

脱　硫　工　程
イオウ成分除去

RJ－1性状微調整用
留分の追加混合

蒸　留　工　千

三：終製品の相当

留分抽出

核永添工程

芳香族成分のナフテン化
オヒフィン成分のパラフィン化

仕上げ蒸留工程

　　RJ－1’

規　　格　　項　　目 趨　　　格 米国製RJ－1 ．RJ－1
比　　　　重 ．α8418～α8624 0．8569 0，850

≡
≧
2
2
0
甲
r 229 222
225～250 233 231
報　　告 242 240

蒸留性’状　初　留　点　　0σ

@　　　10％留点　　。C

@　　　50％野点　。C

@　　　9ρ％留点　。C

@　　　終　　　点　。C

@　　　三二量：vol％

@　　　減　失量vo1％

＊265～290 263 261．5

≦315 282 277．5

≦L5 1．5 0．0

≦く1．0層　『　　　　　r

1．0 0．0

全硫黄分　　　　　　wt％
・≦く0．07一

0．0001 O．00

メルカプタン硫黄分　　　　wt％ ≦ζ0．005一　一

0．0000 0．00

析　出　点　　　　　　　。C 《一40一

〈一60 一53
引　火　点　　　　　　　。C

＞
8
ヨ
ー
曹
一

’83．5 36．0

動　粘　度　　cst＠一20。C ≦25 17．59 14．57

煙　　　点　　　　　　　mm ≧20 20．9 26
≦翫0 4．0 LO以下

組　成　　芳香二分　　　vo1％

@　　オレフイン分　・pl％ ≦1．0 0．0 0．0

水素含有量　’　　　wt％ ≧，！3．6 013．5
14㌦2

実在ガム景　　　mg／100ml ≦7 0．2 0．0

窒潜在残留物　　mg／100m1 ≦M 0．6 3

銅板腐食　　　1000C2時間 ≦1b 1a 1a
杢下郷　　撚毅　　一一 lb

P）
1
（
1
）

tb
i1）

　　　　　　　㎜，幽?ｪ鯛1激 ≧・185 ＊　　＊ ＊　　＊

全　　　酸　　　イヒ　　　　　　n1ε罫’1（oiL／：9

0．0016 0．00

真発熱鏑　　　　　BTU／lb ＊垂U㍉500 18，480 唱18，550

糟定箔鰍9・％留点26・一29・η島島鰍≧1称4・・BTU／1b

　＊蝋服剛胆L・：3既・剛が必三一5鰍に実鵜

∠
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